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↙
海
外
で
は
Ｏ
Ｔ
Ａ
に
対
し
て
部
屋

売
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
も
多
い

が
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
は
日
本
発
の
Ｏ

Ｔ
Ａ
と
し
て
、
１
泊
２
食
付
き
と
い

う
日
本
の
旅
館
文
化
そ
の
も
の
を
積

極
的
に
発
信
し
、
販
売
し
て
い
く
。

そ
こ
が
外
資
Ｏ
Ｔ
Ａ
と
の
差
別
化
に

も
な
る
と
考
え
て
い
る
。
楽
天
グ
ル

ー
プ
は

年
に
携
帯
キ
ャ
リ
ア
事
業

に
参
入
す
る
た
め
に
、
着
実
に
準
備

を
進
め
て
い
る
。
楽
天
の
携
帯
キ
ャ

リ
ア
ユ
ー
ザ
ー
が
増
え
る
こ
と
に
よ

り
、
新
た
に
強
力
な
顧
客
接
点
を
持

つ
こ
と
に
な
り
、
ト
ラ
ベ
ル
事
業
の

可
能
性
も
さ
ら
に
拡
大
す
る
。

　
―
―

年
の
一
休
は
。

　
榊
　
先
ほ
ど
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
市

場
が
活
況
だ
と
申
し
上
げ
た
が
、引

き
続
き
こ
の
状
況
は
続
く
と
考
え
て

い
る
。
、
年
と
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

ホ
テ
ル
が
次
々
と
開
業
す
る
た
め
、

一
休
と
し
て
は
大
変
期
待
し
て
い

る
。
年
だ
と「
ハ
レ
ク
ラ
ニ
沖
縄
」

「
パ
ー
ク
ハ
イ
ア
ッ
ト
京
都
」「
エ
ー

ス
ホ
テ
ル
京
都
」、ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

東
京
本
館
が
建
て
替
わ
る「
ザ
・
オ
ー

ク
ラ
東
京
」。
年
に
は「
リ
ッ
ツ
カ

ー
ル
ト
ン
日
光
」「
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
銀

座
」「
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ズ
ホ
テ
ル
大

手
町
」。ま
た

年
に
は「
Ｗ
ホ
テ
ル

大
阪
」の
開
業
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
―
―
外
資
ブ
ラ
ン
ド
の
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
ホ
テ
ル
は
、
ま
ず
一
休
に
客

室
販
売
提
携
の
話
が
来
る
の
か
。

　
榊
　
こ
れ
ら
の
ホ
テ
ル
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
は
、
一
休
の
主
要
顧
客
層
と
も

一
致
し
て
い
る
の
で
、
お
声
掛
け
は

い
た
だ
け
る
と
思
う
。
そ
の
際
に
は

総
客
室
数
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
。
ハ
レ
ク
ラ
ニ
沖
縄
は
３
６
０
室

と
大
型
な
の
で
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル
拡

大
に
貢
献
で
き
る
と
思
う
。一
方
で
、

旅
館
の
場
合
は
、
開
業
前
よ
り
も
開

業
後
に
話
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

例
え
ば

年
に
ニ
セ
コ
に
開
業
し
た


室
の
旅
館
「
坐
忘
林
」
は
一
躍
、

一
休
の
人
気
旅
館
に
な
っ
た
。

年

に
広
島
県
尾
道
市
で
就
航
し
た

室

の
客
船
旅
館
「
ｇ
ａ
ｎ
ｔ
ｕ
」
や
、

南
霧
島
温
泉
「
天
空
の
森
」
、
妙
見

温
泉
「
雅
叙
苑
」
な
ど
も
最
近
の
人

気
旅
館
だ
。
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ

ル
も
高
級
旅
館
も
、
滞
在
自
体
が
非

日
常
体
験
。
素
晴
ら
し
い
施
設
が
続

々
と
登
場
し
、
顧
客
に
伝
え
る
機
会

が
増
え
る
こ
と
に
や
り
が
い
と
楽
し

み
を
感
じ
て
い
る
。

　
―
―

年
の
じ
ゃ
ら
ん
は
。

　
宮
本
　

年

月
に
宣
言
し
た

「
日
本
国
内
の
総
旅
行
回
数
を
増
や

す
」
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
具

体
的
に
は
、
会
員
ラ
ン
ク
に
応
じ
た

特
典
を
付
与
す
る
カ
ス
タ
マ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
導
入
し
、
中
ア
ク
テ
ィ
ブ

会
員
を
高
ア
ク
テ
ィ
ブ
化
、
低
ア
ク

テ
ィ
ブ
会
員
を
中
ア
ク
テ
ィ
ブ
化
、

非
ア
ク
テ
ィ
ブ
会
員
を
旅
行
ユ
ー
ザ

ー
化
す
る
こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
。
会
員
ラ
ン
ク
が
上
が
る
ほ
ど
ポ

イ
ン
ト
付
与
率
を
上
げ
る
ポ
イ
ン
ト

増
加
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
行
い
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
顧
客
の
旅
行
回
数
全
体

を
底
上
げ
す
る
施
策
を
検
証
す
る
。

宿
泊
施
設
の
負
担
軽
減
に
も
取
り
組

む
。
一
つ
目
は
、
人
材
雇
用
問
題
へ

の
取
り
組
み
。
新
卒
、
既
卒
者
の
採

用
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
リ
ク
ナ
ビ
ダ

イ
レ
ク
ト
」と「
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
」

を

年
８
月
に
連
携
さ
せ
た
。
宿
泊

施
設
が
、
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
の
管
理

画
面
か
ら
リ
ク
ナ
ビ
ダ
イ
レ
ク
ト
上

で
の
求
人
申
し
込
み
を
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
二
つ
目
は

ノ
ー
シ
ョ
ウ
（
無
連

絡
キ
ャ
ン
セ
ル
）
へ

の
取
り
組
み
。

年

４
月
１
日
以
降
の
チ

ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
分
か

ら
２
年
間
限
定
で
、

じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
か

ら
宿
泊
予
約
を
し
て

当
日
に
ノ
ー
シ
ョ
ウ

を
し
た
宿
泊
予
約
者

か
ら
規
定
の
キ
ャ
ン

セ
ル
料
を
回
収
で
き

な
か
っ
た
場
合
、
損

害
額
の

％
に
つ
い

て
、
保
険
会
社
か
ら

保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。

　
―
―
ノ
ー
シ
ョ
ウ
保
険
は
Ｏ
Ｔ
Ａ

と
し
て
画
期
的
な
取
り
組
み
だ
と
思

う
が
、そ
も
そ
も
Ｏ
Ｔ
Ａ
が
旅
行
業

法
の
枠
内
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
れ

ば
、宿
泊
施
設
に
ノ
ー
シ
ョ
ウ
リ
ス

ク
は
発
生
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
宮
本
　
私
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
根
幹
は
集
客
の
ご
支
援
だ
が
、

ノ
ー
シ
ョ
ウ
は
宿
泊
施
設
に
と
っ
て

大
き
な
問
題
な
の
で
、
負
担
軽
減
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
始
め
る
。

多
重
予
約
者
に
早
期
ア
ラ
ー
ト
メ
ー

ル
を
送
付
し
、
キ
ャ
ン
セ
ル
を
促
す

と
い
う
取
り
組
み
も
始
め
て
い
る
。

　
―
―
次
に
予
約
の
ス
マ
ホ
シ
フ
ト

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
Ｐ
Ｃ
と
モ
バ

イ
ル（
ス
マ
ホ
な
ど
）の
閲
覧
比
率
、

予
約
比
率
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
ア
の
場
合
、
閲
覧
の


％
、
予
約
の

％
が
モ
バ
イ
ル
と

い
う
こ
と
だ
。

　
盛
崎
　
閲
覧
の

％
強
は
ス
マ

ホ
。
予
約
は

％
弱
と
い
う
デ
ー
タ

だ
。
商
材
に
も
よ
る
が
、
国
内
宿
泊

予
約
に
限
る
と
、
若
干
Ｐ
Ｃ
の
方
が

多
い
。

　

野
　
ス
マ
ホ
比
率
は
閲
覧
、
予

約
と
も
に
高
い
。
閲
覧
は
多
い
日
で


％
を
超
え
る
場
合
も
あ
る
。

　
榊
　
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
閲
覧
）
は


～

％
く
ら
い
。
予
約
は

～


％
。
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
閲
覧
か
ら

予
約
へ
の
転
換
率
）
は
、
Ｐ
Ｃ
の
方

が
高
い
。
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）
の

一
般
論
と
し
て
も
高
単
価
商
品
は
Ｐ

Ｃ
で
の
購
入
率
の
方
が
高
い
。
１
泊


万
円
の
旅
館
を
ス
マ
ホ
で
予
約
す

る
方
も
い
る
が
、
や
は
り
Ｐ
Ｃ
が
多

い
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
予
約
の


～

％
と
い
う
の
は
金
額
ベ
ー
ス
な

の
で
、
件
数
ベ
ー
ス
だ
と
良
い
勝
負

か
も
し
れ
な
い
。

　
宮
本
　
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
ス
マ
ホ

比
率
も
、
閲
覧
、
予
約
共
に
エ
ク
ス

ペ
デ
ィ
ア
よ
り
高
い
。
私
た
ち
は
、

モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
や
Ｐ
Ｃ
フ
ァ

ー
ス
ト
な
ど
と
決
め
て
サ
ー
ビ
ス
展

開
を
し
て
は
い
な
い
。
マ
ル
チ
デ
バ

イ
ス
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
モ
バ
イ

ル
ユ
ー
ザ
ー
に
は
モ
バ
イ
ル
に
最
適

な
Ｕ
Ｘ
（
ユ
ー
ザ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ

ン
ス
。
ユ
ー
ザ
ー
体
験
）
が
必
要
だ

し
、
Ｐ
Ｃ
も
同
じ
だ
。

　
―
―
最
後
に
皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
休
日
の

過
ご
し
方
は
。

　
盛
崎
　
春
夏
秋
の
シ
ー
ズ
ン
は
、

国
内
の
山
に
登
っ
て
い
る
。
登
山
を

始
め
た
５
年
前
は
、
富
士
山
を
は
じ

め
３
千
㍍
級
の
山
々
を
テ
ン
ト
を
か

つ
い
で
登
っ
て
い
た
が
、
最
近
は
八

ヶ
岳
を
登
り
、
お
風
呂
に
も
入
る
こ

と
が
で
き
る
人
気
の
山
小
屋
に
泊
ま

っ
た
。
標
高
２
１
０
０
㍍
に
あ
る
白

馬
鑓
温
泉
も
良
か
っ
た
。
一
人
で
は

危
険
な
の
で
、
会
社
の
メ
ン
バ
ー
と

一
緒
に
行
く
こ
と
も
あ
る
。

　

野
　
休
日
は
た
ま
に
バ
イ
ク
に

乗
っ
て
い
る
。
レ
ン
タ
ル
で
毎
回
違

う
バ
イ
ク
に
乗
る
。

年
く
ら
い
前

ま
で
は
バ
イ
ク
を
所
有
し
て
い
た
の

だ
が
、
処
分
し
て
一
時
期
は
乗
る
の

を
や
め
て
い
た
。
３
年
前
く
ら
い
か

ら
、
「
リ
タ
ー
ン
ラ
イ
ダ
ー
」
と
し

て
ま
た
乗
り
始
め
た
。
仲
間
と
温
泉

ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
く
こ
と
も
あ
る
。

　
榊
　
普
通
に
ゴ
ル
フ
も
す
る
の
だ

が
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
（
自
転
車
）
に

も
乗
る
。
一
休
の
親
会
社
の
ヤ
フ
ー

と
河
北
新
報
が
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
支
援
の
た
め
に

年
か
ら
始
め

た
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
東
北
」
と
い
う

ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
型
式
の
自
転
車
イ
ベ

ン
ト
に
出
場
し
て
い
る
。
一
休
ジ
ャ

ー
ジ
を
着
て
、
被
災
地
を
走
っ
て
い

る
。

　
宮
本
　
休
日
は
基
本
的
に
ゴ
ル

フ
、
テ
ニ
ス
、
旅
行
だ
。
そ
し
て
、

冬
は
ス
キ
ー
。
年
末
年
始
は
、
い
つ

も
雪
山
に
行
っ
て
滑
っ
て
い
る
。
２

月
い
っ
ぱ
い
ま
で
は
、
時
間
が
取
れ

れ
ば
ス
キ
ー
に
行
く
。
野
沢
と
か
ニ

セ
コ
と
か
、
雪
山
が
好
き
だ
。
高
校

時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
部
だ
っ
た
の
で
、

今
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

は
本
当
に
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
日

本
戦
の
チ
ケ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
多
数

の
チ
ケ
ッ
ト
を
入
手
し
て
準
備
万
端

だ
。

　
―
―
Ｏ
Ｔ
Ａ
が
地
方
創
生
（
地
域

活
性
化
）
で
果
た
す
役
割
に
つ
い
て

ど
う
思
う
か
。

　
盛
崎
　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は

年
か
ら
、
事

業
ド
メ
イ
ン
を
「
交
流
創
造
事
業
」

と
定
め
た
。

都
道
府
県
を
網
羅
す

る
Ｄ
Ｍ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
）

と
し
て
の
視
点
で
、
法
人
営
業
、
リ

テ
ー
ル
販
売
、
ウ
ェ
ブ
販
売
な
ど
、

オ
ー
ル
チ
ャ
ネ
ル
を
活
用
し
、
観
光

立
国
推
進
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
特
に
日
本
文
化
そ
の
も
の
で

あ
る
「
旅
館
」
の
魅
力
を
、
グ
ロ
ー

バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
対
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
ア
ピ
ー
ル
し
積
極
的
に

販
売
し
て
い
く
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
総
力
を

結
集
し
て
、
地
方
創
生
、
地
域
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

野
　
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
は
宿
泊
施

設
担
当
の
営
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

全
国
に
数
百
人
配
置
し
、
日
々
サ
ポ

ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
振
興
チ
ー
ム
が
全
国
の

自
治
体
を
担
当
し
て
お
り
、
瀬
戸
内

Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
北
海
道
観
光
振
興
機
構
、

箱
根
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
は
出
向
者
も
い
る
。

楽
天
グ
ル
ー
プ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
。
楽
天
ト

ラ
ベ
ル
は
地
域
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
を
常
に
意
識
し
て
い
る
。
自
然
災

害
後
の
ふ
っ
こ
う
割
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
だ
。

　
榊
　
皆
さ
ん
と
違
っ
て
小
さ
い
会

社
な
の
で
、大
そ
れ
た
こ
と
は
や
っ

て
い
な
い（
笑
）。良
い
旅
館
が
あ
る

の
は
地
方
な
の
で
、日
本
人
富
裕
層

や
、富
裕
層
で
は
な
く
て
も
旅
行
が
、

旅
館
が
大
好
き
な
一
休
ユ
ー
ザ
ー
を

日
本
全
国
の
お
宿
に
ご
紹
介
す
る
こ

と
が
地
域
経
済
活
性
化
の
一
助
に
は

な
っ
て
い
る
か
な
と
考
え
て
い
る
。

　
宮
本
　
地
域
経
済
が
活
性
化
さ
れ

る
こ
と
が
、地
方
創
生
に
つ
な
が
る
。

つ
ま
り
、
地
域
消
費
額
を
上
げ
る
こ

と
が
大
事
だ
。
地
域
消
費
の
ど
真
ん

中
に
あ
る
宿
泊
需
要
を
大
き
く
す
る

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
最
大
の
貢

献
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
宿
泊
を

中
心
と
し
た
地
域
誘
客
を
こ
れ
か
ら

も
し
っ
か
り
と
や
る
。
現
地
滞
在
時

間
を
延
ば
し
、
現
地
消
費
額
を
増
や

す
仕
組
み
づ
く
り
の
お
手
伝
い
も
し

て
い
る
。


